
 
人文書・歴史書 ご担当者 様 

有志舎の新刊です。2023年 4月下旬刊行  

           

―新人会・白蓮事件・アジア主義― 

雨宮史樹 著 
A5判・ハードカバー・288ページ 本体価格 6,000円 

 

「スキャンダル」と「大衆社会」、そしてアジア主義との関係を問い直す！ 

〈著者紹介〉雨宮史樹（あめみや ふみき）：1985 年生まれ、明治大学大学院教育補助講師、日本近代史専攻。 

 

～版元から～ 1918年、東京帝大では宮崎龍介などを中心に、虐げられた民衆の権利獲得を謳う学生団体・新人会が結成されまし 

た。1920～30年代を大衆社会状況と捉えた彼らは、青年知識人特有の情熱とエネルギーで社会の改良を行うべく奔走していきます。 

しかし、白蓮事件などの「スキャンダル」を利用した情報操作を含む彼らのメディア戦略は強い啓蒙的性格を帯び、やがて上からの 

社会統制への志向と表裏一体になっていきます。さらにそれは日本の大陸侵略とアジア主義を肯定し、近衛新体制にも連なっていっ 

てしまいました。より良き社会を目指した青年たちの夢と蹉跌を通して、ついに大衆社会が形成され得なかった戦前日本社会の実像 

を描き直します。
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弊社はいつでも返品を

受け付けていますが、

逆送のご心配がある場

合は、「永滝 了解」と

して返品下さい。 
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ご注文は 有志舎 担当：永滝（ナガタキ）まで FAX：０３－５９２９－７３５２ 

当社商品の取扱取次はトーハン・ＪＲＣ・八木書店ですが、日販・楽天 BNほか、いずれの取次でも左記取次経由で送品し

ます。なお、ＪＲＣからも同じ注文書が重複して送られた場合は、この弊社あての注文書だけをご返信ください。 
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